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1.  平成23年11月期第1四半期の連結業績（平成22年12月1日～平成23年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期第1四半期 10,388 104.5 247 ― 156 ― 140 ―
22年11月期第1四半期 5,079 68.4 △805 ― △826 ― △795 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年11月期第1四半期 2.19 ―
22年11月期第1四半期 △12.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期第1四半期 39,363 17,360 41.6 256.09
22年11月期 39,796 17,012 40.3 250.79

（参考） 自己資本   23年11月期第1四半期  16,370百万円 22年11月期  16,032百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年11月期 ―
23年11月期 

（予想）
0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成23年11月期の連結業績予想（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

21,550 70.3 300 ― 300 ― 250 ― 3.91

通期 44,400 35.8 1,000 ― 1,000 ― 900 ― 14.08



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年11月期1Q  68,075,552株 22年11月期  68,075,552株
② 期末自己株式数 23年11月期1Q  4,150,754株 22年11月期  4,149,311株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年11月期1Q  63,925,370株 22年11月期1Q  63,931,561株
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当第１四半期におけるわが国経済は、新興国市場の経済発展に牽引されて、緩やかな景気回復基調が

継続いたしました。一方で、円高傾向は解消されず、また、中東の民主化運動拡大に伴い原油価格が一

層高騰するなど、先行きの不透明感を増しました。 

こうした中、当企業グループは堅調な中国の繊維機械需要に対する受注拡大と契約済み案件の生産対応

に注力するとともに、回復傾向にある工作用機器製品の受注確保に注力いたしました。 

この結果、全体では、売上高10,388百万円（前年同期比104.5％増加）と前年同期比大幅に増加いたし

ました。損益面では生産・売上の拡大に伴い、営業利益は247百万円（前年同期 営業損失805百万

円）、経常利益は156百万円（同 経常損失826百万円）と利益を確保することができました。また、四

半期純利益では140百万円（同 四半期純損失795百万円）となりました。 

  

セグメント別状況は以下の通りであります。なお、当企業グループは当連結会計期間よりセグメント区

分の変更を行っております。セグメント情報の開示における事業区分に関連する事項については、３．

四半期連結財務諸表（５）セグメント情報に記載の通りであります。 

  

＜繊維機械事業＞ 

繊維機械事業は、中国市場を中心とした新興国市場の需要に支えられて生産、売上は堅調に推移いたし

ました。鋳造品は、繊維機械部品の生産に対応する一方で、自動車部品をはじめ外部に対する販売を

徐々に拡大いたしました。また、コンポジット機械に関しましては、新型航空機の生産遅れの影響はあ

りますものの、1月には国内の航空機部品メーカーに積層装置2号機および周辺装置を納入いたしまし

た。 

この結果、繊維機械事業の受注高は8,042百万円、売上高は9,042百万円と前年同期比では大幅な増加と

なりました。利益面では、生産・売上の拡大により、営業利益は503百万円となりました。 

＜工作用機器事業＞ 

工作用機器事業は、主要な販売先であります工作機械業界の回復傾向がはっきりとしてまいりましたこ

とから、積極的な販売活動を展開いたしました。一方、急激に進みました円高を背景に台湾製、韓国

製、中国製などの安価な製品との価格競争が激しくなり、収益の圧迫要因となりました。 

この結果、工作用機器事業の受注高は1,465百万円、売上高は1,346百万円と前年同期比で大幅に増加

し、損益面では営業利益10百万円と黒字を確保いたしました。 

  

① 財政状態 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ433百万円減少し39,363百万円と

なりました。主な増減は、仕入債務等の決済に伴う現金及び預金の減少であります。負債は、前連結会

計年度末に比べ781百万円減少し22,003百万円となりました。主として、仕入債務の決済による減少及

び長期借入金の返済による減少であります。純資産は、四半期純利益140百万円を計上したこと等か

ら、前連結会計年度末に比べ348百万円増加し17,360百万円となり、自己資本比率は41.6％となりまし

た。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

津田駒工業㈱　(6217)　平成23年11月期第１四半期決算短信

2



  
② キャッシュ・フローの状況  

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利

益155百万円の計上があったものの、たな卸資産及び売上債権の増加、仕入債務の減少等により、マイ

ナス283百万円（前年同期マイナス1,147百万円）となりました。  

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得によ

る支出等により、マイナス71百万円（前年同期マイナス44百万円）となりました。  

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による

支出等により、マイナス299百万円（前年同期マイナス87百万円）となりました。  

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度

末に比べ、664百万円減少し12,234百万円となりました。 

  

繊維機械事業では、中国市場の設備投資意欲は依然高いものの、金融引き締め政策が強化されている

ことから、一部案件にL/C開設遅れが表れております。また、綿花高や原油高など原材料価格の上昇も

あり、今後の動向を注視していかなければなりません。 

インドに設立を進めておりましたサービス子会社 TSUDAKOMA SERVICE INDIA PRIVATE LIMITEDは３月

７日に現地での設立手続きをすべて完了し、営業開始に向けて準備を進めております。 

工作用機器事業につきましては、新興国を中心とした海外市場は堅調に推移すると見込んでおります。

また、アジア市場の販売促進のために、タイ・バンコクにある取引先（繊維機械代理店）と工作用機器

製品の代理店契約を新たに結び、４月から活動を開始いたしました。一方、国内市場に関しましては、

東日本大震災の影響もあり、不透明な状況といわざるを得ません。 

なお、東日本大震災による生産への影響につきましては、幸い当企業グループの工場等には直接的な被

害はありませんでしたが、被害の状況が明らかになるにつれて電気部品を中心に調達の遅れなどが明ら

かになってまいりました。 

当企業グループといたしましては、遅れ部品の後送処理、代替メーカー部品・海外製品の採用などを検

討し、生産の継続を最優先に対応しておりますが、４月後半以降の生産につきましては、不確定な要素

が多い状況となっております。情報は日々変動しており、正確な状況の把握に注力してまいります。 

こうした状況から、現時点においては、平成23年1月19日に公表いたしました、第2四半期（累計）及び

通期の業績予想について変更は行っておりません。 

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。 

  

① 会計基準等の改正に伴う変更 

  表示方法の変更 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当

第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しておりま

す。 

② ①以外の変更 

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,421 13,086

受取手形及び売掛金 10,404 10,298

有価証券 203 203

製品 1,304 1,326

仕掛品 2,155 2,109

原材料及び貯蔵品 503 452

その他 117 151

貸倒引当金 △10 △10

流動資産合計 27,099 27,617

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,300 3,363

機械装置及び運搬具（純額） 2,124 2,159

土地 3,630 3,630

建設仮勘定 845 845

その他（純額） 370 389

有形固定資産合計 10,272 10,387

無形固定資産 86 87

投資その他の資産

投資有価証券 1,764 1,564

その他 566 566

貸倒引当金 △426 △426

投資その他の資産合計 1,904 1,704

固定資産合計 12,263 12,179

資産合計 39,363 39,796
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,728 4,199

短期借入金 3,299 3,329

未払法人税等 20 58

賞与引当金 393 －

受注損失引当金 12 43

未払金 6,073 5,721

その他 927 1,615

流動負債合計 14,456 14,968

固定負債

長期借入金 3,179 3,446

退職給付引当金 4,213 4,214

役員退職慰労引当金 31 31

環境対策引当金 123 123

固定負債合計 7,547 7,815

負債合計 22,003 22,784

純資産の部

株主資本

資本金 12,316 12,316

資本剰余金 10,354 10,354

利益剰余金 △5,005 △5,145

自己株式 △1,236 △1,236

株主資本合計 16,429 16,289

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △58 △256

繰延ヘッジ損益 △0 △0

評価・換算差額等合計 △59 △257

少数株主持分 989 979

純資産合計 17,360 17,012

負債純資産合計 39,363 39,796
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年２月28日)

売上高 5,079 10,388

売上原価 5,121 9,121

売上総利益又は売上総損失（△） △41 1,266

販売費及び一般管理費 764 1,019

営業利益又は営業損失（△） △805 247

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 7 7

その他 14 6

営業外収益合計 23 15

営業外費用

支払利息 37 28

為替差損 5 75

その他 1 2

営業外費用合計 44 105

経常利益又は経常損失（△） △826 156

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産処分損 1 1

貸倒引当金繰入額 0 －

特別損失合計 1 1

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△828 155

法人税、住民税及び事業税 5 3

法人税等調整額 1 2

法人税等合計 6 5

少数株主損益調整前四半期純利益 － 149

少数株主利益又は少数株主損失（△） △39 9

四半期純利益又は四半期純損失（△） △795 140
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△828 155

減価償却費 264 263

受取利息及び受取配当金 △9 △8

支払利息 37 28

売上債権の増減額（△は増加） △1,230 △153

たな卸資産の増減額（△は増加） △412 △67

仕入債務の増減額（△は減少） 1,453 △85

退職給付引当金の増減額（△は減少） △43 △1

その他 △336 △377

小計 △1,103 △245

利息及び配当金の受取額 9 8

利息の支払額 △38 △23

法人税等の支払額 △14 △22

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,147 △283

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △0 －

有形固定資産の取得による支出 △34 △66

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 △10 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △44 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △85 △297

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △87 △299

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,280 △664

現金及び現金同等物の期首残高 14,972 12,899

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,692 12,234
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年12月１日 至 平成22年２月28日) 

 
(注) １ 事業区分は内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業の主な製品 

 (１)繊維機械事業………織機、準備機、繊維機械部品装置 

 (２)工作用機器事業……工作機械アタッチメント、その他の機器 

 (３)その他の事業………電装機器、鋳造品等 

３ 当第１四半期連結会計期間より、受注した契約に損失が見込まれ、重要性が増したため、当該損失見込額を

受注損失引当金として計上している。 

  これにより、従来の方法によった場合に比べて、「繊維機械事業」で40百万円、「工作用機器事業」で21百

万円、それぞれ営業費用及び営業損失が増加している。 

  

前第１四半期連結累計期間においては、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な支店が

ないため、その記載を省略している。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年12月１日 至 平成22年２月28日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (１) アジア…………中国、インドネシア他 

 (２) アメリカ………米国他 

 (３) ヨーロッパ……フランス他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

繊維機械事業 
(百万円)

工作用機器
事業 

(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

4,102 728 248 5,079 ― 5,079

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― (―) ―

計 4,102 728 248 5,079 (―) 5,079

営業損失（△） △335 △387 △83 △805 (―) △805

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 3,855 130 53 2 4,042

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― ― 5,079

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

75.9 2.6 1.1 0.0 79.6
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用している。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっ

ているものである。 

当社グループは、当社は製品およびサービスの類似性を基準とした事業部門を設置し、包括的な戦略を

立案しており、子会社は子会社ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開している。 

したがって、当社グループは、当社の事業部門を基礎とし、製品およびサービスの類似性を勘案し、

「繊維機械事業」、「工作用機器事業」の２つを報告セグメントとしている。 

なお、各報告セグメントの主な事業内容は、以下のとおりである。 

 
  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日) 

 
(注)１．セグメント利益の調整額は、セグメントに配賦していない全社費用△266百万円である。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費等である。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっている。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

【セグメント情報】

報告セグメントの名称 主な事業内容

繊維機械事業 織機、準備機、繊維機械部品装置などの製造および販売

工作用機器事業 工作機械アタッチメント、その他の機器などの製造および販売

(単位：百万円)

繊維機械
事業

工作用機器
事業

合計
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２

売上高

  外部顧客への売上高 9,042 1,346 10,388 ― 10,388

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

123 ― 123 △123 ―

計 9,166 1,346 10,512 △123 10,388

セグメント利益 503 10 513 △266 247

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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